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日本人の食事摂取基準（栄養所要量）の策定に関する基礎的研究 

主任研究者 柴田 克己 滋賀県立大学 教授 
 

Ⅲ．分担研究者の報告書 
 

16．文献レビューに基づく食事摂取基準の策定 
 

分担研究者 佐々 木敏 独立行政法人国立健康・栄養研究所 栄養所要量策定企画・運営担当リーダー 
 
 

研究要旨  
系統的な文献レビューを行い，食事摂取基準（2005 年版）を策定した．本年度は，策定作業

の最終年度に当たり，既存試料の補完的収集を含む文献収集，今までに収集した文献の解読，

要約作業を経て，食事摂取基準の本文執筆を行った． 
分担研究者は，文献レビューの事務局（総括）を行い，作業協力者（合計およそ 100 人）に

対して，系統的レビューの作業に関する指導，作業協力者からの文献請求依頼に対する文献取

り寄せ，送付作業を行った．作業協力者から事務局に請求があった文献数は合計でおよぼ 1.5
万編であった．作業協力者によってすでに収集済みであり，それも策定にさいして参考にした

であろうことを考え合わせると，食事摂取基準の策定段階で参考にされた論文数は，少なく見

積もっても 5 万編異常であろうと推察された．また，系統的レビューという方法を栄養学研究

に導入し，わが国の栄養学研究者に普及・啓発を行った意義は大きいと考えられた． 
加えて，食事摂取基準（2005 年版）で直接に引用したすべての論文のコピーについて，論文

情報（著者，論題，雑誌名，刊行年・巻・頁）のデータベース化を行い，常時，閲覧が可能な

ようにした． 
さらに，今回の改定では，従来の絶対論の考え方に代えて，確率論の考え方を採用し，各指

標の策定と各値の算定を行った．その意味でも，食事摂取基準（2005 年版）がわが国の栄養学

ならびに栄養行政，栄養改善事業に与える影響は大きいと考えられる． 
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A. 目的 
 系統的な文献レビューを行い，「日本人の

食事摂取基準（2005 年版）」を策定するこ

とを目的とした．本年度は，策定作業の最

終年度に当たり，既存試料の補完的収集を

含む文献収集，いままでに収集した文献の

解読，要約作業を経て，食事摂取基準の本

文執筆を行った． 
 
B．研究方法 
B-1．文献検索 
 以下の順序で，効率的に，文献の検索，

収集，配布を行えるようにした． 
① PubMed（米国国立医学図書館所有の医

学論文検索システム Medline のインタ

ーネット版）から必要な論文の情報を

ダウンロードさせるファイル（以下，

作業用ファイルと略す）を作成し，作

業協力者に使用方法を教えた上で配布

した． 
② PubMed に掲載されていない学術雑誌

（主として，栄養関係の和文雑誌）の

過去 10 年間の目次をコピーし，作業協

力者に配布した． 

③ 作業用ファイルを用いて，各作業協力

者から事務局（佐々木）宛にファイル

を送付してもらった． 

④ (A)事務局スタッフが，独立行政法人国

立健康・栄養研究所図書館でコピー，

(B)事務局スタッフが，該当雑誌のホー

ムページから pdf ファイルでダウンロ

ード，(C)専門業者にコピー取り寄せを

依頼，のいずれかの方法で文献コピー

を入手し，依頼者に送付した． 
B-2．参考論文データベース開発 
 食事摂取基準（2005 年版）で直接引用し

たすべての論文のコピーについて，論文情

報（著者，論題，雑誌名，刊行年・巻・頁）

のデータベース化を行い，常時，閲覧が可

能なようにした． 
 
C．結果と考察 
 本年度のみの結果は未定（未集計）であ

るが，食事摂取基準策定のための作業を行

った 2 カ年半のあいだに，事務局請求され

た文献数はおよそ 1.5 万件（およそ 50 万頁）

であった． 

また，研究協力者の請求内容をデータベー

ス化し，管理したため，内容を閲覧するこ

とにより，研究協力者の作業進捗状況を容

易に把握できるなど，高度化かつ標準化を

必要とするこの種の作業を効率的に行いう

ることが明らかとなった． 
 参考論文データベースを開発したことに

よって，食事接種器順に関する研究を行う

際，また，貴重な文献の散逸を防ぎ，次回

の改定作業に役に立つものと考えられた． 
 
D．結論 
 系統的な文献レビューを行い，食事摂取

基準（2005 年版）を策定した．本年度は，

策定作業の最終年度に当たり，既存飼料の

補完的収集を含む文献収集，今までに収集

した文献の解読，要約作業を経て，食事摂

取基準の本文執筆を行った． 
 分担研究者は，文献レビューの事務局（総

括）を行い，作業協力者（合計およそ 100
人）に対して，系統的レビューの作業方法

に関する文献取り寄せ，送付作業を行った．

作業協力者から事務局に請求があった文献

数は合計でおよそ 1.5 万編であった．作業

協力者によってすでに収集済みであり，そ

れも策定に際して参考にしたであろうこと

を考えると，食事摂取基準の策定段階で参

考にされた論文数は，少なく見積もっても

5 万編以上であると推察された．また，系

統的レビューという方法を栄養学研究に導

入し，わが国の栄養学研究者に普及・啓発

を行った意義は大きいと考えられた． 
加えて，食事摂取基準（2005 年度版）で

直接引用したすべての論文のコピーについ

て，論文情報（著者，論題，雑誌名，刊行

年・巻・頁）のデータベース化を行い，常

時，閲覧が可能なようにした． 
さらに，今回の改定では，従来の絶対論

の考え方に代えて，確率論の考え方を採用

し，各指標の策定と各値の算定を行った．

その意味でも，食事摂取基準（2005 年版）

がわが国の栄養学ならびに栄養行政，栄養

改善事業に与える影響は大きいと考えられ

る． 
 
謝辞：研究の実施に多大なご協力をいただ

きました先生方に深く感謝致します． 
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2004; 62: 49-50. 

 
H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許予定 
  なし 
2. 実用新案登録 
  なし 
3. その他 
  なし 
 
 

H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許予定 
  なし 
2. 実用新案登録 
  なし 
3. その他 
  なし 
 
I．引用文献 
 なし 
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